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和太鼓や吹奏楽でおもてなし
～新名神高速道路開通10周年記念イベント～
　新名神高速道路の開通10周年を記念したイベ
ントが11月25日、土山サービスエリア（土山SA）
にぎわい広場で開催されました。
　このイベントでは新名神高速道路開通10周年
の歩みとして、建設工事の様子や工業・観光分野
の新名神高速道路がもたらした成果などがパネ
ル展示で紹介されました。
　ステージでは、和太鼓六友会や小佐治すいりょ
う太鼓による力強い和太鼓の響きや土山中学校
吹奏楽部による心地よい演奏が訪れた観光客ら

をもてなしました。
　パネル展示「新名神高速道
路10周年の歩み」は２月末まで
土山SAでご覧いただけます。
◀�心地よい演奏で訪れた観光客を楽しま

せる土山中学校吹奏楽部の部員ら

子どもたちが本物に触れる機会を

起業をめざす若者の夢を応援

～夢の学習「茶道教室」～

～ここどりKOKA×KONAN　DREAM～

　夢の学習「茶道教室」が12月1日、甲
こう

賀
か

匠
たくみ

の里
さと

で開催され、この日に向けて市内の陶芸家杉
すぎもと

本
貞
さだみつ

光さんから茶碗11個が寄贈されました。
　この日は、裏千家教授の一

いちみやそ う

宮宗祥
しょう

さんをはじ
め、茶道教室「宗祥会」の方を講師に、保育園児や
小学生、保護者など６人が杉本さんから贈られた
茶碗を使い、茶道に挑戦しました。
　講師の一宮さんは「子どもの頃からこの素晴ら
しい器のような本物に触れられることは、大変あ

りがたい」と感謝の気持
ちを述べ、参加した児童
は「きれいな器でお茶を
いただくことができてう
れしい」と話しました。

　甲賀市・湖南市と水口青年会議所、両市商工会青年部で構成され
る甲賀湖南平成若者「郡

ぐんちゅうそう

中惣」による「ここどりKOKA×KONAN　
DREAM～あなたの夢、叶えるビジネスコンテスト～」が11月25日、碧
水ホールで開催されました。
　この取り組みは、両市で起業をめざす若者が地域でなりわいを起こす
気持ちを高め、可能性を広げることを目的に行われました。
　当日は応募者14組のうち、書類選考を通過した６人が、それぞれ５分
間で自らの事業計画を発表し、地域資源活用のアイデアや実現の可能
性などを競いました。
　来場者60人と特別審査員の投票の結果、湖南市の窪

くぼ

田
た

匡
まさ

希
き

さんが
グランプリ
に輝きまし
た。

グランプリ　窪
く ぼ

田
た

匡
ま さ

希
き

さん

　里山に自生するツルグミの
木の枝を煎じる健康茶「NIN-
CHA」

甲賀市長賞　野
の

口
ぐ ち

かおるさん

　地域で採れる原材料で作る
地産地消コスメ

湖南市長賞　長
な が

砂
す な

伸
し ん

也
や

さん

　地域の子どもたちが自分の
「好き」を見つけ探求できる
学び舎、コ・スタディルーム

▲�杉本さんから贈られた器でお茶
を習う児童ら

◀出場者・来場者・特別審査員の皆さん

■バレエの魅力やバレエをするうえで
一番大切にしていることは？
　バレエは、レッスンも楽しいです
が、舞台の上でスポットライトを浴
びると、自分だけの世界を作れま
す。その世界の中で自分自身が輝
けることが魅力です。
　バレエをするうえでは、毎日の練
習で基礎をしっかり意識してやること
や先生のアドバイスに対して考えて取
り組むことを一番大切にしています。
■�プロのバレエダンサーをめざす１０代ダン
サーの登竜門と言われるローザンヌ国際
バレエコンクールに出場する意気込みは？

　今回のローザンヌでのコンクー
ルは、自分がまさかその舞台に立

てるとは思わなかったぐらい、小さ
い時からの憧れの舞台です。 先生
からも高い評価をいただいているつ
ま先まで魅せるきれいさや上半身の
動きを武器に、海外の審査員にも楽
しんで踊っているところを見せたい
です。
■今後の目標は？

　私の踊りは全体的にゆっくりなの
で、踊りの中に強さやメリハリをつ
けて表 現できるようになりたいで
す。また、日本より海外の方が学べ
ることが多いと思うので、今後はフ
ランスやモナコでオーディションを
受け、海外のバレエ学校で挑戦した
いです。

であい

こうか
憧れの舞台で
楽しく踊る

　今回は、２月にスイスで行われるローザンヌ国際バレエコンクールのセミファ
イナルに出場決定した山田れんさんにお話を伺いました。また、４月にニュー
ヨークで開催されるユースアメリカグランプリ２０１９ニューヨークファイナルへ
も出場権を獲得しています。

水口中学校３年　きたむらバレエスタジオ　山
や ま

田
だ

　れん さん

▲舞台上でつま先まで魅せる踊りをする山田さん

　毎年２月１１日・１２日の２日間、
観菩提寺では、「正月堂の修正会」

（三重県指定無形民俗文化財）が
開催されます。１１日には、大きな
餅や鬼の頭をかたどった節

せ く

句盛
も り

をはじめ、栗の木の３つの
枝に半紙を巻き紅白の水引きで結んだ衣

き ぬ ま き

巻や、桜の木に
餅をつけた成

な り

花
ば な

などの供え物を持って「エットー、エットー」
の掛け声で地域を練り歩きます。１２日には達

だ っ

陀
た ん

と呼ばれる
珍しい宗教儀式などが執り行われます。

　旧正月である２月１日に、正月を祝ってい
た時代から現在まで、百年以上続く伝統あ
る亀山の名物行事です。
　当日は、旧東海道である商店街に、屋台な
どが立ち並び、さまざまなイベントが行われ、
毎年大勢の
人でにぎわ
います。
　亀山の冬
の風物詩に
ぜひお越し
ください。

◦と 　  き◦２月１１日（月・祝）・１２日（火）
◦と こ ろ ◦�観菩提寺（伊賀市島ヶ原１３４９番地）
◦アクセス◦�ＪＲ「島ヶ原駅」から北へ徒歩約２０分
◦問い合わせ◦�伊賀上野観光協会島ヶ原支部　☎0595-59-2501�  

 伊賀市教育委員会文化財課　☎0595-22-9678

◦と 　 き◦�１月26日（土）、27日（日）�  
10時～16時（一部イベントを除く）

◦と こ ろ◦�三重県亀山市東町、本町商店街周辺
◦アクセス◦�ＪＲ亀山駅下車北へ徒歩約10分�  

名阪国道「亀山ＩＣ」より車で約10分
◦問い合わせ◦�亀山大市実行委員会�  

☎0595-82-1331

情報交流広場

伊賀市

亀山市となりまち

い こ か
伊賀に春を呼ぶ伝統行事
～正月堂の修

しゅ

正
しょう

会
え

〜

北勢名物 亀山大市
～100年以上続く冬の名物行事～
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